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UAVを用いた点検調査の効率
化・高度化に向けて、各地整にて
UAV点検調査における様々な知見
が得られている。
ただし、3次元モデル作成手法

や精度検証等については具体的に
明記されていない。

様々な条件下で撮影した画像から3次元モデル
を作成し、定期点検個票との比較検討を実施し、
3次元モデル化に適した条件を抽出。

対地高度や撮影角度等、
どのような条件が3次元
モデル化に適している？

様々な条件を変えて撮影
し、3次元モデル化に適
した条件を抽出。

1. 研究背景 目的①

現状 本研究



砂防ダムの健全度評価のため、
点検調査で局所的な変状を抽出し、
検討している。

1. 研究背景 目的②

鋼製砂防施設において、レーザ測量成果を用い
た全域的な評価手法を提案。

写真No. 4 タイトル 写真No. 4 変状レベル

写真No. 5 タイトル 写真No. 5 変状レベル

写真No. 6 タイトル 写真No. 6 変状レベル

袖部天端コンクリート a

コメント

・C2セルとC3セルの天端コンクリート状況（遠景）
・特に異常は確認されなかった

コメント

袖部天端コンクリート a

コメント

・天端コンクリート（C2セル)の沈下状況
（遠景）

コメント

・天端コンクリート（C2セル)の沈下状況
・天端コンクリートは、壁面材天端から28.5cm上位
に位置していた

袖部天端コンクリート a

コメント

・天端コンクリート（C3セル）に開きが確認された
（遠景）

コメント

・天端コンクリート（C3セル）に開きが確認された
・開きは4.0cm
・袖天端であることから軽微な変状と判断し、変状
レベルaとした

現状 本研究



1. 研究背景 当該地の概説

当該地は樽前山噴火時の泥流流下範囲に位置し、鋼
製セル型砂防堰堤が複数設置されている。

当該地

現状として、天端コンクリートの沈下・目地の開
きや壁面材の変形・継ぎ手の開き等に着目した点検
が実施されている。



2. カメラ性能比較 （1）比較手法

使用した標識と評価基準

対象機種において、カメラ性能および対地高度を変えた場合の
標識の見え方を比較。撮影した対地高度は5m～140mとした。

点検調査において効率
化と必要な精度を得る
ために最適（実用的）
な撮影高度は？



2. カメラ性能比較 （2）比較結果

罫線（1mm未満）
まではっきり見える

対地高度5m

対地高度5mで
撮影した場合、
Matrice300RTK
は罫線まではっき
り見える。
ただし、ラップ

率が大きく低下す
るため、効率性の
観点で、3次元モ
デルを用いた点検
調査としては不適。



2. カメラ性能比較 （2）比較結果

大きさの
区別不可

対地高度50m

対地高度50mで撮
影した場合、
Matrice300RTK
は10mmまで大き
さを区別できる。

↓
対地高度50mが、
精度－効率性の観
点で適している。

見えない

大きさの
区別不可



各条件を変更・撮影し、3次元モデルを作成・比較検討した。
3. 可視光3次元モデルを用いた点検調査の試行 （1）撮影条件

3次元モデル作成に適
した撮影角度、飛行速
度、天候等の条件は？

START

天候

撮影角度

飛行高度

飛行速度

機種

END

Matrice 300 RTK

Inspire 2

晴 曇

撮影角度 飛行高度・飛行速度



（2）比較結果3. 可視光3次元モデルを用いた点検調査の試行
天端コンクリート計測

取付流路

可視光画像を用いた場合は、
影となった部分の確認不可

確認不可箇所（影部・植生
等）があるものの、堰堤全域
の概況確認には適している。

採用した条件
①天候 ：曇り
②撮影角度：60°
③飛行高度：50m
④飛行速度：10m/s
⑤機種 ：Matrice 300 RTK

天端コンクリート沈下状況

植生箇所

植生箇所は確認不可



4. 3次元モデルを活用した全域的な変状の定量化 （1）レーザ測量成果の利用方法

レーザ測量成果の利用
方法、施設全域の状況
把握方法は？

レーザ測量成果を用いて「可視光モデルとの比較」および「施
設全域の状況把握方法の検討」を行った。



4. 3次元モデルを活用した全域的な変状の定量化 （2）定期点検個票との比較

評価基準
○：点検票とほぼ同レベル
△：日照・植生を考慮すれば点検票に相当
×：撮影条件を変えても改善されない

写真No. 4 タイトル a

R4.7.29 R4.11.3 評価： ○ R4.6.22 評価： ×

変状レベル
R4年度砂防施設点検票 Matrice300RTK レベル3

レーザースキャナによる
DSM

柵がモデル化されず

写真No. 6 タイトル a

R4.7.29 R4.11.3 評価： ○ R4.6.22 評価： ×

変状レベル
R4年度砂防施設点検票 Matrice300RTK レベル3

レーザースキャナによる
DSM

写真No. 26 タイトル a

R4.7.29 R4.11.3 評価： ○ R4.6.22 評価： ×

変状レベル レーザースキャナによる
DSMR4年度砂防施設点検票 Matrice300RTK レベル3

写真No. 25 タイトル a

R4.7.29 R4.11.3 評価： ○ R4.6.22 評価： ×

変状レベル レーザースキャナによる
DSMR4年度砂防施設点検票 Matrice300RTK レベル3

「植生や日照条件に左右されにくい」という利点はあるもの
の、施設の局所的な変状確認としては、可視光３次元モデルが
優位である。

柵などの細いものは、レーザ測量では認識できない。
→可視光３次元モデルが優位

レーザ測量では、天端コンクリートの段差を視認できない。
→可視光３次元モデルが優位

レーザ測量では、天端コンクリートの開きを視認できない。
→可視光３次元モデルが優位

レーザ測量では、角部の再現がうまくできない可能性がある。
→可視光３次元モデルが優位



（3）施設全域的な状況把握4. 3次元モデルを活用した全域的な変状の定量化

点群をDSMに変換し、等高線の間隔を適宜調整することに
より、「セルのたわみ」や「天端コンクリートの傾き」を可
視化した。

↓
施設全域の状態を保存・確認

セルのたわみ 天端コンクリートの傾き



5. 今後の課題

砂防施設点検の高度化・効率化に寄与

鋼製セル型砂防施設における効果的な３次
元モデル作成方法及び３次元モデル利用方
法の提案。

◎異なる時期の劣化状況を保存
◎面的な施設状況の把握
◎徒歩到達困難な箇所の変状把握

日照条件

植生条件

全域の確認

ま
と
め

課
題
日照条件・植生等の現地条件に精度が大き
く左右される。

今
後
の
展
開

モデル上不可視箇所があることを踏まえ、
 目視・UAV可視光写真・レーザ測量を
複合した点検計画の立案。

 砂防施設の樹木の伐採等、点検しやす
く保つ工夫。

また従来の目視点検の見直しだけでなく、
 3次元モデル・点群を用いた、全域的
な経年劣化状況把握手法の確立・立証。
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